
別紙-２３      第２斎場造成に伴う雨水流出抑制対策概要書 

 

1 空欄は未確定値で，今後の実施造成計画において決定していくものである。 

2 記入済みのデータは既に確定している値である。 

3 提案書に記載する雨水貯留池の位置，容量等の概略は本概要書の確定値，札幌市雨水貯留

池技術（案）及び建物配置などの各提案内容から推計すること。なお，建物の基本設計，実

施設計及び実施造成計画作成時に雨水貯留池の詳細について関係機関と協議すること。 

４ 本概要書は参考図書であり，本市に提出する必要はない。 

 

地 区 名 札幌市手稲区手稲山口３１３番地外 

事 業 主 体  

開 発 面 積 4.00ha 

開 発 年 次 平成１５年～平成１７年 

河川名 改修状況 改修年次 流域面積 計画規模 備   考 

河川の整備状況 
濁川 改修済み 

（札幌市） 

昭和 58 年 
～ 
平成３年 

8.88ｋｍ2 1/50年 計画洪水流量 
65ｍ3/sec 

 仮称）第２斎場の造成に伴い，河川（濁川）流域の流出の機構が変化し，当該 

河川への雨水流入量が増加すること，また，周辺隣接地に開発による溢水被害が 

予想されることから，「防災調節池等技術基準（案）解説と設計実例」と「札幌 

市雨水貯留池技術基準（案）」を基にして，雨水流出抑制対策を講ずるものとす 

る。 

 なお雨水流出抑制対策を策定するには，当該造成配置計画はもちろんのこと， 
雨水の放流先に大きく影響されることから，これらの事項を確定したうえで詳細 

流出抑制対策 
の基本的な考 
え方 

な検討に入ることになる。 

集 水 面 積 4.00ha 

計画降雨量 ５０年 後方集中型降雨波形 
計画対象降雨 

降雨継続時間 ２４時間 

流 出 係 数 開発前 開発後   

洪水到達時間 開発前  20 分 開発後  10 分 

道路縦断管 流下能力   ｍ3/ｓ      比流量 

流末排水管 流下能力   ｍ3/ｓ      比流量 

改築の樋門 流下能力   ｍ3/ｓ      比流量 

排水計画 
（雨水貯留池

からの考えら

れる放流先） 
濁川 流下能力 65.00ｍ3/ｓ  比流量 0.0732m3/s/km2 

考え方 開発前のピーク流量，もしくは上記排水先のうち， 
 最小の能力見合いで決定する。 

算 定 条 件 

許容放流量 

決定許容放流量         ｍ3/ｓ  



 

そ の 他 

計画対象降雨量は雨水貯留池の設置位置が造成地の放流河川側

となる場合に適用する。 

敷 地 面 積 雨水貯留池の面積  A=     ha 
最大貯留量                     V=        m3 

最 大 水 深                     H=        m 

オリフィス 形 状 幅   ｍ × 高さ   ｍ 

 敷    高 EL=     ｍ  

流末の河川 
計画高水位 

河川名：新川水系新川支流２級河川濁川 
HWL=1.76ｍ  BHWL=3.44ｍ  

設 置 理 由 なし（余裕高 60ｃｍ）            
余 水 吐 

許容放流量  
設 計 流 量 Q=     ｍ3/ｓ 

放 流 管 
形 状 D=     ｍｍ 

設 置 理 由  
ゲ ー ト 

形 状  

施 設 計 画 

設計堆砂量 V=    ｍ3 

調節計算結果 ピーク貯水量 
       ｍ3 

ピーク水深 
       ｍ 

ピーク放流量 
    ｍ3/ｓ 

Ha 当り貯留量 
       ｍ3 

札幌土木現業所 平成 年 月 日 
治水協議結果 

石狩川開発建設部 ２級水系のため不要 

接 続 施 設  

管 理 者  放流管吐口 

設置の許可 
許 可 年 月 日  

その他 

 

 


















